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室）に対し，深甚の謝意を表する．  

成 績 と 考 察   

1．アオムシコマエバチの寄主攻撃に関連する習  

性，行動   

アオムシコマエバチの成虫は，野外でも容器明で  

も，非常に活発な行動をなす寄生蜂であるが，一旦，  

‘掛主たるべきキンシロチョウの幼虫（一般に，若令  

のものを攻撃するが，時に，4，5令といった，老  

令q）寄主を攻撃することもある）を発見すると，直  

ちに，果敢な攻曙を開始し，すばやく寄主体上にと  
（1）  

び乗って，随所に産卵管を挿入して産卵を行なう．  

産卵に際してほ，本寄生雌は，第1図のように，触  

角を400－450位に左右に開き，後肢時には中，後肢  
（】）  

をふんばって，力むような姿勢をとる．  

緒  

野外におけるアオムシコマユバチ4卯胤は毎  

〝～0†れeケ→α£≠ぷ LINN丘の，寄主モソシロチョ ウ  

ク宜eγ宜βケ・αpαe C†4≠C宜てノ0つ・αBoISDUVALの幼虫体  

上における分布については，すでに，筆者の1人松  

沢が，重複ポアソソ（Double‡〕Oisson）の分れ  

または，それに近い分布を示すものであろうことを  
（3）  

指摘したことがある．しかし，いろいろな事情のた  

めに，この問題ほ，今iヨまで，ほとんど手をつけな  

いまま放任せらわた．   

最近に至り，筆者等は，この問題に関して，いま  

一度，検討を加えてみようと思い，電子計算機を利  

用して，再び作業を開始した．現在のところ，ま  

だ，全資料の十分な検討は終っていないので，作業  

終了後は，改めて報蕾するつもりであるが、以下  

に，予報的に，これまで若干検討したところをのべ  

て参考に供したい．ただし，今回ここに取扱う資料  

は，1948－1956年のi郡こ，すでにえていたものの山一  

部であって，近年改めてえた資料でほないこと，と  

くに、第2，3図は，本来ならば省略すべきもので  

あろうが，説明の必要上，筆者（松沢）既発表のも  
（2）（3）  

のを，菜こ「改写してかかげてあることを断っておき  

たい．   

本文に入るに先立って，香川生物研究会会虜と  

して，長年この会の育成発展に尽力され，かつ，l1  

頃なにかと，われわれ後進の御指導をいただいた、  

本学教授小野嘉明博士（教育学部生物教室），この  

研究に対して，とくに，今回，種々の御教示をえ  

た，農林省l矧諷農業試験場河野達郎技官（牲幣部虫  

害研究室），本学木村等教授（経済学部統計学研究  

Fig．1．Egglaying■OfApα′77加～βざα£0肌βナ1αft（β  

to the host，ク宜ピヶ～すぎ†～αブ）αβCケ′・≠C宣7ノ0サーα．  

1回の産卵（産卵管を挿入してから，それを引ぬ  

くまで）には，平均20秒あまりの時間を要するが，  

実験的な環境下で観測すると，第2図のように，か  

なりの変動が見られ，また，その間に、実際に産下  
（3）  

首れる卵数にも，いちじるしい変動が認められる．   

＊香川大学農学部応用良虫学研究室業霹∈ N仇82，アナム   

シコマユバチの寄生活動に関する研究 第18維．  

㌣東亜遵薬株式会社大阪支店勤務．  
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るように，直線的に増加するもの■でほはなく，第3  

図のJうに，3回目の攻撃あたりから，次第に増加  
（2）（8）  

率が低下していく傾向がある－．したがって，そのよ  

うな場合にほ，寄生蜂の側に，産下卵驚㌫，，ある程  

度，調節する能力がありそうに思われる．．  

2い アオムシコマユバチの野外のモンシロチョウ  

幼虫体上における分布の実相   

キャベツ畑に生息するモソシロチョウ幼虫におけ  

る，アオムシコマユバチの寄生率を，1年間を通し  

て調べて－みると，地方によって，かなり事情はこと  

なるけれども，本邦西南暖地でほ，大体，専一初  

夏，秋一初冬の2回のピ－クが見られるのが普通で   
（1）（3）  

あるい もちろん，春から初夏の侯にかけてのピー・ク  

は，非常に腰著で，90－95％，時には，それ以上の  

高寄生率を示すことが稀でほないしかし，秋から  

冬にかけての部のピー・クほ，一・般に．それほど顕著て  
＼3）  

ほない‖   

こうした，野外のモソシロチョウ幼虫体上に．おけ  

る，17オム・ンコマニバチの寄生数（平均）～藷は．，非常  

に・多くの例数をとってみると，時に，20－36頭と，  

かなりの変動を見せることもあるけれども，叫・般的  

には，大体25頭前後で，実験的に，1回攻撃産卵せ （31  

しめた場合の寄生数にほぼ等しい‖ また，これら  

の平均寄生数は，寄生率の比較的低い季節でも，か  

なり高い季節でも，あまり顕著なちがいを見せない       （8）  

ようである．こうした，7■オム・ンコマユバチの寄  

生状態ほ，縦軸に寄主モンシPチョウ幼虫の個体  

数，横軸に1寄主あたりの■7オ・ムシコマユバチの寄  

生数をとって，いわゆる，それらの，頻度分布曲線  

を描いてみ．るか，あるいは，それらの表を作ってみ  

Tablel．Frequency distribution of the  
parasites per hostin the field．  

しかし，こうした，1回の攻撃における，平均産下  

（8） 卵数は，大体に・おいて，25個内外であるい  
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Fig‖2い Relation between the length of  

time for the egg1aying ofApanteles  

glomeratus and the nurnbeIOf para－  

Sitized wasps per・host 

同一個体の寄主が，同岬個体もしくほ，他の個体  

のアオ・ムシコマエバチに，2回，3回、もLくは，  

それ以上も，攻撃を受けることもある1威ミ，そのよう  

な場合に．ほ，寄主体内の寄生蜂の寄生数も，当然漸  

次増加する しかしながら，攻撃回数の増加に伴な  

う平均寄生数ほ，1回の産卵数である25を積み亀ね  

Frequency（Number  
禦整聖空erl乙f＼㌫㌫「一女う Of arasites  
p  

per host） lAIBIcIDIEIF   

TIMES OF ATTACK  

Fig」3．IncreasingCurVe Of the number of  

parasitized wasps per host when the  

attack of parasite againstthehostis  

repeated 
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ると，いっそう事情が明瞭に認められる。今，いく  

つかの仇を示すと，第1衰のようで，大抵の場合，  

上述のように寄生数25月近に，常に，ピ－・クが現わ  

（3） れる傾向がある．  

3．アオムシコマユパテ寄生数頻度分布曲線の性  

質と重複ポアソン分布の式の適用   

前掲第1表のような，アオムシコマユバチ寄生数  

の頻度分布を考えてみると，もともと，それらほ，  

7オムシコマユパテの寄主に対する攻撃産卵と，攻  

撃の都度，寄主体内に座下される卵の数との二つの  

条件によって成り立つものとみてよいようであ  

（3） る．しかして，この二つの条件とも，特別な事情  
がない限り，大体において，機会的（at random）  

に行なわれるものとの推測も成り立つように思われ  

（3） る．   
このような場合に，考えられるのほ，数学的に  

ほ，まず，垂優ポアソソ分布，または，それらに類  
（3）  

した分布であるので，こうした考え方を，実際に  

えられた頻度分布のデー・ター・に適用することも，あ  

ながち，無患味ではなさそうである。そこで，今回  

は，それらのデー・ター・（第1表その他）に対して，  

下記のような，重複ポ17Lソン分布の一・般式を適用す  

る試みを行なってみた  

ク（0，＝β一m・γβ叫m 筈賀各e‾γ瑠竺  

C＜〉   ＝β一肌・∑e一肌掌β‾γス                    γ＝1  

∞ ク（た，＝∑e一肌窓・β－‘γス土壁       ァ＝1       ん一「  
（た＝1，2，3）  

ただし，γ：寄生蜂の攻撃回数  

－について計算してみた成績を示すと，第4図の  

ようである  
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CL＾SS（NuTrLberoEparas】tCSpCrhost）  

Fig．4n Calculated frequency distribution  
CurVe Of the number of parasites  

per host adapted to theformula of  
double poisson distribution（dotted  

line）showingWith the originally  
ObserVed cuIVe（fu111ine） 

（The results of x2－teSt are Shown  

under theletter of A，B，C F）  

したがって，このことから、7■オ・ムンコマユ／ミチ  

の，野外のモンンロチョウ幼虫体上に∴おける分布  

ほ，重複ポア■ソン分布（一腰式）にしたがう傾向の  

ある場合が，かなり多く存し，また，前述の推測  

（仮定）も，一応は肯定してよい場合が，相当に存  

するように思われる（かって，松沢ほ，上記の一・般  

式を  
班  一一  

∞   1 P（り∽∑β‾肌掌・扁β 2γス  
γ＝0   

さらに変形して  

e‾‡（需）2  ク（た，…，箋〝音・去・去  
（3）  

とみなして，それらの適用を考え．たが，基本的な  

段階で，考慮に欠けるところがあったために，十分  

うまく適用できなかったしかして，最近ほ，そ  

れよりも，やほり，上記の一戯式そのままの形で適  

用するのが妥当であると考えるに至った）従来，  

筆名のえた，この種のデー・タ・－Lの中には，もちろ  

ん，上記の重役ポアソン分布の式に，うまく適合で  

きない例も，いくつかほ存したこのような場合の  

原周については，寄生蜂の寄主の選択，産卵数の調   

その平均  

寄生体内の寄生蜂数  

その平均   

この式の適用に・あたっては，あらかじめ，実際に  

えられたデー・タ・－のそれぞれから，平均値磨，分散  

・がを求め，愛＝用木 ′が＝仇ス（1＋ス）から，肌，jの  

億を球めて計界を行なったが，過去に．えたいくつか  

のデーター・について吟味したところでは，かなり多  

くの場合（30例のうち，半分以上），相当な高い信  

頼度で，この式から求めた理論値と実測値が一・致す  

ることが認められた（γ2検定）今，第1表のデータ  
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節などをふくめて，非常にファクター・も多いことが  

予想され，現在のところ，詳らかに．なしえていない  

が，それらの中に・も，あるいは，上述の叫・般式を，  

多少変形した形で，ほじめて適合できるものが，叫  

部存するかも知れないと考える   

概略，以上の通りであるが，とにかく，・7オムシ  

コマユ・バチのこうした分布問題について－ほ，全体を  

ふくめて，さらに．検討考察の余地があると思われる  

ので，今後，なお，くわしい調査を行なってみた  

い 

摘  要  

この論文に・ほ，野外のそソンロチョウ幼虫体上に 

おける，アオ■ム・＝ンコマユバチ幼虫の頻度分布につい  

てのデー・ダー・に対し，豊後ポアソン分布の理論式  

を，予備的に適用してみた成置を述べてこある   

－・般に，これらのデーター・にほ，重複ポアソソ分  

布の理論式を，ある程度，通計ごきそうで，ある  

場合には，寄主体上に・おける寄生蜂の頻度分布曲線  

ほ，重複ポ7■ソソ分布の一・般式から計算された理論  

曲線と，きわめてよい－・致を示した  

On the Frequency Distribution of the  

LarvaeofApanteles glomeratus Parasitized  

inthe Bodies of the Larvae ofPieγisrapae  

cruci：JUOrain the Field  

By Hirosh仁MATSUZAWA andJunjiMoRI丘  

（Laboratory of Applied Entomology，Fa－  

Culty of Agriculture，Kagawa Universitr，  

Miki－Ch6，Kagawa Prefecture，Japan、）  

Rるsumる   

This paper describes the result of prelimi－  

nary studyonthe applicability ofthetheory  

Of double poisson distribution to the data  

of the frequency distvibution of the larvae 

OfApanteles glomeratus parasitizedin the  

bodies ofthelaIVae Of Pieris rapa：e－（m↓Ci－  

vorain the field 

General1y speaking，these data obtained  

Seem tO be applicable to the theory of dou－  

ble poisson distribution to some extent，and  

in some cases the curves of the frequency  

distribution of the parasites in the host  

bodies closely coincide with the theoIetical  

CurVeS Calculated from the following for－  

mula：   

0〇  p（。，＝e一肌＋∑e一例掌e‾γス                    γ＝1  
C－〇   

p（た）＝∑げ掌・¢‾γ瑠ピ ■・t  

（た＝1，2，3二）  

r：Number of attacking times of the  

paYasites against the hosts 
m：Mean value of the number of at－  
tacking times 

k‥Number of parasitesin the host  
bodies   

l：Mean va］ue of the number of para－  
sitesin the host bodies 
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